
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立馬宮中学校 ）     学校番号 ２３１                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 『未来を拓け』  ～  自己の創造  ・  生きる自信  ～        

目 指 す 学 校 像 「授業」第一主義 「生徒」至上主義 「地域」尊重主義         

          

重 点 目 標 

１ 基礎的・基本的な学習内容の指導を基にした、基礎学力の向上 

２ 生徒の豊かな心の育成と、生徒一人ひとりに寄り添った支援の推進 

３ 保護者・地域等とのコミュニケーションを基にした、コミュニティ・スクールの推進 

４ 教育環境の整備と、健康で安心・安全な学校生活の推進 

５ 保護者・地域から信頼される教職員に向け、指導力向上と資質向上 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年１月３１日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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【現状】 
○令和６年度全国学力・学習状況調査及びさいた
ま市学習状況調査では、国語・数学ともに市の
平均正答率と比べ、課題がある状況である。 

○授業に関しては、落ち着いて取り組んでいる。
しかし、基礎学力及び確かな学力の定着に結び
ついていない。 

【課題】 
○令和６年度全国学力・学習状況調査の結果分析
から、国語においては「書くこと」、数学につ
いては「数と式、図形、関数」に関する学習内
容が課題である。 

○学習内容の基礎・基本の定着が課題である。 
○家庭学習の定着が課題である。 

・学習内容の基
礎・基本の定
着 

①ＴＴ・少人数指導を活用し、個に応じ
た指導を実施する。 

 
②タブレット端末など様々なツールを活

用し(学校・家庭)、基礎学力の定着
と家庭学習の定着を図る。 

①学校生活アンケート（生徒）の学習に
関する質問で、肯定的な回答が８５％
以上となったか。 

②学校生活アンケート（生徒）の家庭学
習に関する質問で、肯定的な回答が６
０％以上となったか。 

方策の評価指標①については、「授業はよ

くわかりますか。そして、自分の学力は伸

びていると思いますか。」という質問で 84%

となり達成できなかった。②については、

自主学習や家庭学習の取組が 56%となり達成

できなかった。 

Ｃ 

学力の向上については教職員がそれぞれ

の立場で折に触れて対策をする必要があ

る。教科の授業のみならず、集会や各種

たよりでも学力向上に係る話題を積極的

に取り上げ、全校を挙げて課題の解決へ

とつなげていく。  

学習に関しては、小学校と状況

がよく似ている。朝学習の時間

を活用した繰り返しの取組が重

要だと思われる。 

・学習に対する
達成感・成就
感の経験 

①朝学習で、生徒が目標（目標値の設
定）をもって学習できるようにす
る。 

②各教科において、既習事項の確認と授
業の振り返りを行い、個々の生徒が
「分かった・理解した」と感じる授業
を実施する。 

①朝学習を通して、５教科の基礎・基本
の定着が７０％以上となったか。 

 
②国語・数学の定期テストにおいて、基
礎・基本の問題の正答率が６５％以上
となったか。 

方策の評価指標①については、達成できな

かった。朝学習の頻度が少なかったことが

考えられる。②については、達成できなか

った。過年度からの積み重ねが十分でない

ことが原因として考えられる。 

Ｃ 

授業始めの前時の復習や授業終了時の

本時の振り返りを全教科で徹底してい

きたい。また、朝学習の時間を活用し

て繰り返しの学習を行い、基礎基本の

内容を確実に身につけさせたい。 
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【現状】 
○令和６年度学校生活アンケート（生徒）におい
て、「いじめや差別をすることなく、思いやり
の気持ちをもってみんなと協力し、学校生活を
送っていますか」の質問に対して、肯定的な回
答をした生徒の割合が、９７％であった。 

○令和６年度学校生活アンケート（生徒）におい
て、「先生方は悩みや相談に親身になって応じ
てくれていますか。」の質問に対して、肯定的
な回答をした生徒の割合が、９５％であった。 

【課題】 
○生徒の豊かな心を育成するために、各授業や諸
活動の内容を改善していかなければならない。 

○学校に足が向かない生徒に対しての、受入態勢
と学習室等の整備をより行っていく。 

・生徒一人ひと
りへの細かな
教育支援・相
談に向けた校
内体制の充実 

①担任・さわやか相談員・スクールカウ
ンセラー等の連携を強化し、生徒一人
ひとりへの支援体制の整備と強化を行
う。 

②具体的な支援計画の検討と実施 

①学校生活アンケート（生徒）の生活に
関する質問で、「そう思う」の回答が
９０％以上となったか。 

 
②学校評価に係るアンケート（保護者）
で、教職員の取組に関する質問で、肯
定的な回答が８０％以上となったか。 

方策の評価指標①については、96%となり達 

成できた。②については、71%となり達成で 

きなかった。教職員が親身になって生徒に 

対応してはいるが、その様子が保護者に伝 

わっていないことが考えられる。 

Ｂ 

特別の教科道徳の授業を丁寧に実施

し、生徒のモラルをさらに高めていき

たい。また、些細なことであっても保

護者に連絡をし学校での指導の様子が

保護者に見えるようにしていきたい。 

 

保護者アンケートによると、思

いやりの心や生命を尊重する取

組や生徒の悩みやトラブル等に

ついて適切に対応している、と

いった項目が弱い。一方、生徒

アンケートでは高い数値なので

その認識の差を埋めていくこと

が必要である。 

・組織的な生徒
指導・教育相
談・特別支援
教育の実施と
生徒一人ひと
りに寄り添っ
た支援の実施 

①教育支援・相談に係わる校内組織を整
備し、きめ細やかで組織的な支援・
援助を行う。 

②定期的に個々の生徒に応じた、支援計
画の見直しを行う。 

①学校生活アンケート（生徒）で、教職
員の対応に関する質問で、肯定的な回
答が９５％以上となったか。 

②学校評価に係るアンケート（保護者）
で、教職員の対応に関する質問で、肯
定的な回答が８５％以上となったか。 

方策の評価指標①については、96%となり達

成できた。②については、69%となり達成で

きなかった。教職員は、生徒に対して丁寧

に対応することができているが、保護者へ

の連絡は、きめ細かにできていなかったこ

とが考えられる。 

Ｂ 

教職員が生徒に対して毅然とした態度

をとりつつも、支える生徒指導を推進

していきたい。また、電話連絡や家庭

訪問といった保護者との関わりについ

ては労を惜しまず、強い信頼関係を構

築していきたい。 
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【現状】 
○「豊かな知（学力・判断）・豊かな心（挨拶・
自他尊重）・豊かな体（健康・体力）・豊かな
絆（地域・郷土）」で、地域を担える生徒を育
成するために、具体的な取組を熟議した。 

【課題】 
○令和７年度は、これまで熟議したことを基に、
学校・家庭・地域で取組を実施し、生徒の変容
を検証していかなければならない。 

・生徒の姿を地
域全体で共有
する教育活動
の展開 

①学校だより及びホームページを活用
し、学校運営協議会及びＳＳＮの情報
並びに取組を発信し、めざす生徒像等
を広く共有し生徒を育成していく。 

②学校行事・学校公開を活用し、生徒及
び教職員の活動を保護者・地域に広
め、学校の取組を理解していただく。 

①学校評価に係るアンケート（保護者）
で、「教育活動の積極的な公開を行っ
ている」の質問で、肯定的な回答が９
０％以上となったか。 

②学校評価に係るアンケート（保護者）
で、「めざす生徒像」に関する質問
で、肯定的な回答が８０％以上となっ
たか。 

方策の評価指標①については、88%となり達

成できなかった。②については、69%となり

達成できなかった。学校公開日の周知につ

いての発信が弱かったことが考えられる。

また、生徒の登下校時のマナーについて課

題があることが考えられる。 

Ｃ 

学校公開については紙面やデジタルで

の発信を通してさらに周知していく必

要があると感じた。生徒の学校内での

規範意識は比較的高いと感じてはいる

が、校外でのヘルメット着用徹底など

不十分なところを改善していきたい。 

 

教育活動についてホームページ

に頻繁に掲載していることは評

価できる。一方で、学校公開に

ついては様々な手段を用いて周

知できるとよい。地域との関わ

りについての生徒への周知方法

は、今後検討が必要である。 ・生徒の地域活
動への参加及
び地域人材を
活用した教育
活動の推進 

①生徒・教職員が、地域主催の活動やボ
ランティアに積極的に参加し生徒を育
成していく。 

 
 
②地域の人材を活用し、学校と地域等が
協働した取組を充実させる。 

①学校評価に係るアンケート（保護者）
で、「生徒の地域社会への貢献の促
進、地域ぐるみの生徒の健全育成」の
質問で、肯定的な回答が９０％以上と
なったか。 

②学校評価（教職員）で、「関係機関・
保護者・地域の連携を強化し、生徒の
健全育成」に関する質問で、肯定的な
回答が９０％以上となったか。 

方策の評価指標①については、81%となり達

成できなかった。②については、96%となり

達成できた。地域では様々な催しやボラン

ティアの機会があるが、その発信がやや弱

かったと考えられる。一方で、教職員は保

護者・地域と積極的に関わっていこうとす

る意識をもつことができている。 

Ｂ 

地域に係る活動の周知については、ち

らしの準備について助言をしたり担当

者から直接生徒に働きかけたりする場

面を設定することも策として考えられ

る。また、企画の段階から生徒に関わ

らせることにより、生徒のエージェン

シーを育んでいきたいと考えている。 
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【現状】 
○令和６年度学校生活アンケート（生徒）におい
て、「安全に気を付けた学校生活をしています
か」、「健康に気を付けた学校生活をしていま
すか」の質問に対して、肯定的な回答をした生
徒の割合が、９６％であった。 

【課題】 
○落ち着いた行動を行うことができず、不注意で
けがをしてしまう生徒が若干見受けられる。 

・生徒が落ち着
いた生活が送
ることができ
る環境整備の
徹底。 

①日頃からの、学校・学級の環境整備。 
②保健体育・特別活動・道徳の授業を活

かした指導を行う。 

①学校生活アンケート（生徒）の「学校
が楽しいですか」の質問で、「そう思
う」の回答が９０％以上となったか。 

②学校評価（教職員）で、「健康・安全
においてきめ細かな指導が適切に行わ
れているか」の質問で、肯定的な回答
が９０％以上となったか。 

方策の評価指標①については、91%となり達

成できた。②については、91%となり達成で

きた。教職員が、生徒の安全を最優先で考

えるとともに、活躍する機会を多く提供で

きていることが理由として考えられる。 

Ａ 

「褒めて伸ばす」場面をさらに増やし

ていきたいと考える。些細なことであ

っても生徒を評価するよう教職員に啓

発をしていく。また、健康・安全面を

第一にした学校運営を継続していく。 

 

安全・安心な学校についてのア

ンケートは高い数値が出てい

る。引き続き、安全第一という

視点を忘れずに教育活動を推進

してもらいたい。 

・教育環境・学
習環境の整備
及び、生徒の
安全への意識
の向上 

①安全及び健康に関する指導の充実とと
もに、校舎内外の施設・設備の改善を
行う。 

②感染症対策の徹底を始め、各種安全等
に関する訓練を徹底する。 

①学校生活アンケート（生徒）の安全に
関する質問で、「そう思う」の回答が
９０％以上となったか。 

②学校評価に係るアンケート（保護者）
で、安全及び健康指導に関する質問
で、肯定的な回答が平均９０％以上と
なったか。 

方策の評価指標①については、96%となり達

成できた。②については、91%となり達成で

きた。安全点検が確実に機能し、異常が見

つかった場合には、優先順位をつけて迅速

な対応をすることができている。 

Ａ 

安全点検のみならず、日常的な確認を

通して危険が予想される個所について

の認識をもつようにする。生徒が安全

に生活できるかどうかを最優先に予算

を執行していく。 
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【現状】 
○ＩＣＴ機器の活用を含め、指導方法を工夫・改
善し、「分かる授業」を目指し、個々の教師の
指導力向上に努めている。 

○計画的に服務に関する研修を行い、教職員の資
質向上に努めている。 

【課題】 
○ＩＣＴ機器の効果的な活用について、教職員の
指導方法を改善及び充実させる必要がある。 

○より一層、教職員一人ひとりの意識の向上に努
めなければならない。 

・信頼される教
職員を目指し
た、指導力向
上研修 

①年間を通じて、「分かる授業」を目指
し、日頃の教材研究等を行い、教員相
互の授業見学及び研修を実施する。 

②教職員一人ひとりが学習指導（指導方
法）や生徒指導・教育相談（生徒・保
護者対応）について校内研修を実施す
る。 

①全ての教師が相互の授業見学を行い、
研修を深めることができたか。 

②学校評価（教職員）で、「学習指導及
び生徒指導」に関する質問で、肯定的
な回答が９０％以上となったか。 

方策の評価指標①については概ね達成でき

た。②については学習指導は 87%で達成でき

なかった。生徒指導は 92%で達成できた。教

員は魅力ある授業にするため教材研究をし

ているが、結果が十分でない現状がある。 

Ｂ 

次年度は教員同士で授業を見合う取組

を行い学校全体としての教育力を高め

ることへとつなげていきたい。生徒指

導や教育相談については毎週の部会で

対応についてより協議していきたい。 

 

学校運営協議会としては、学校

で考えた教育活動を応援してい

く姿勢でいる。学校として、や

るべきことをやる、という当た

り前のことを今後も継続しても

らいたい。 ・信頼される教
職員を目指し
た、服務研修
の実施及び教
職員一人ひと
りの意識改革
の推進 

①各学期に服務等に関する研修を実施す
る。 

②資質向上に向けた研修を実施する。 

①全教職員が服務に関しての意識の向上
が図れたか。 

②学校評価（教職員）で、「保護者・地
域から信頼される教職員に向け、指導
力向上と資質向上」に関する質問で、
肯定的な回答が９０％以上となった
か。 

方策の評価指標①については、達成でき

た。②については 100%となり達成できた。

校内の倫理確立委員会が確実に機能し教職

員事故に係る具体例を提示したりロールプ

レイを行ったりして意識の向上を図った。 

Ａ 

職員会議、倫理確立委員会、校内研

修、朝の打合せなど、あらゆる機会を

捉えて教職員のモラルの向上を図って

いきたい。今年度に引き続き教職員に

係る事故を皆無にしていく。 
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